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7
／
19
小
田
切
候
補
を
応
援
す
る

な
ぜ
こ
う
も
日
本
人
は
騙
さ
れ

や
す
い
の
か
？
先
の
参
院
選
で

も
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
▼

消
費
税
商
品
券
や
ポ
イ
ン
ト
還

元
は
対
象
が
一
部
の
人
で
１
年

以
内
に
な
く
な
り
ま
す
。
軽
減

税
率
は
真
っ
赤
な
ウ
ソ
！
８
％

維
持
と
10
％
増
税
の
組
み
合
わ

せ
で
す
。
こ
れ
を
軽
減
と
言
い

ま
す
か
？
残
る
の
は
増
税
だ
け

で
す
。
▼
将
来
世
代
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
年
金
制
度
？
将

来
世
代
が
受
給
す
る
年
金
は
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
っ
て

30
％
削
減
さ
れ
た
年
金
で
す
。

騙
し
の
手
口
で
す
。
▼
自
民
党

総
裁
４
選
を
問
わ
れ
た
安
倍
首

相
「
自
民
党
の
規
約
で
は
３
選

ま
で
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り

え
ま
せ
ん
」。
規
約
で
は
２
選

ま
で
と
な
っ
て
い
た
の
を
３
選

ま
で
ゴ
リ
押
し
し
た
の
は
誰
で

す
か
？
▼
改
憲
問
題
。
選
挙
結

果
を
う
け
た
会
見
で
「
憲
法
改

正
議
論
の
国
民
の
審
判
は
下
っ

た
」「
憲
法
審
査
会
で
議
論
す

べ
き
だ
」。
国
民
は
改
憲
だ
け

で
一
票
を
投
じ
た
わ
け
で
は
な

く
、
総
合
的
な
判
断
に
よ
る
投

票
行
為
で
す
。
し
か
も
選
挙
期

間
中
の
世
論
調
査
で
も
国
民
は

改
憲
を
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。
正

に
晋
三
の
ね
つ
造
で
す
！
▼
自

公
は
政
治
の
安
定
を
さ
か
ん
に

訴
え
ま
し
た
が
、
政
治
の
安
定

と
は
、
ウ
ソ
を
つ
い
た
り
、
公

文
書
を
ね
つ
造
、
隠
ぺ
い
、
改

ざ
ん
し
た
り
、
議
論
を
尽
く
さ

ず
、
世
論
を
無
視
し
て
、
数
の

力
で
強
行
採
決
を
繰
り
返
す
こ

と
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
政
治
の
安
定
を
国
民
は

望
ん
で
い
ま
せ
ん
。　
　
（
今
）

野
党
共
闘
改
憲
勢
の

３
分
の
2
を
阻
止
！ ど

し
ゃ
ぶ
り
の
中

大
間
集
会
に
４
０
０
名

　

自
公
と
そ
の
補
完
勢
力
に
改

憲
に
必
要
な
3
分
2
の
議
席
を

与
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の

選
挙
戦
で
の
最
大
の
、
そ
し
て

か
け
が
え
の
な
い
成
果
で
あ
っ

た
。
安
倍
政
権
は
２
０
１
４
年

の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
閣

議
決
定
で
、
内
閣
法
制
局
が
60

年
余
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
き

た
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
は
憲

法
9
条
で
認
め
ら
れ
な
い
」

と
い
う
憲
法
解
釈
を
覆
し
、

２
０
１
５
年
に
戦
争
法
で
法
制

化
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
と
共
に

世
界
で
戦
争
す
る
自
衛
隊
に
な

る
こ
と
を
、
平
和
憲
法
９
条
は

許
さ
な
か
っ
た
。
「
解
釈
改

憲
」
で
は
、
戦
争
す
る
自
衛
隊

と
な
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る

こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。
そ
こ

で
「
明
文
改
憲
」
で
「
自
衛

隊
」
を
憲
法
に
明
記
し
、
「
戦

争
す
る
国
づ
く
り
」
の
最
大
の

障
壁
で
あ
る
平
和
憲
法
９
条
を

亡
き
者
に
し
よ
う
い
う
企
て
が

安
倍
９
条
改
憲
な
の
で
あ
る
。

改
憲
に
は
「
各
議
院
の
総
議
員

の
3
分
の
2
以
上
の
賛
成
」
に

よ
る
発
議
が
必
要
で
あ
り
、
衆

参
両
院
で
自
公
と
改
憲
賛
成
の

補
完
勢
力
が
3
分
の
2
を
占
め

て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求

め
て
、
7
月
10
日
青
森
駅
前
公

園
で
座
り
込
み
行
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

要
求
時
間
給
１
０
０
０
円
と

青
森
県
最
低
賃
金
７
６
２
円
と

の
差
額
２
３
８
円
を
時
間
換
算

し
、
２
３
８
分
間
の
座
り
込
み

行
動
と
し
ま
し
た
。
青
森
駅
前

公
園
に
テ
ン
ト
を
設
営
し
、
午

前
10
時
に
奥
村
議
長
の
あ
い
さ

つ
で
始
ま
り
、
交
替
で
市
民
に

い
た
。
今
回
そ
の
3
分
の
2
を

打
破
し
、
安
倍
政
権
に
自
分
た

ち
だ
け
で
は
改
憲
を
提
起
で
き

な
い
状
況
を
創
り
出
し
た
こ
と

が
、
そ
の
最
大
の
成
果
で
あ

る
。
全
国
32
の
１
人
区
で
野
党

統
一
候
補
が
実
現
で
き
る
か

に
か
か
っ
て
い
た
。
5
月
29

日
「
市
民
連
合
」
と
5
野
党･

会
派
の
党
首
が
13
項
目
の
「
共

通
政
策
」
で
合
意
し
一
本
化
が

実
現
し
た
。
各
野
党
が
平
和
と

民
主
主
義
そ
し
て
人
権
を
踏
み

に
じ
る
「
安
倍
政
権
を
許
さ
な

い
」
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
っ

て
、
小
異
を
捨
て
て
大
同
に
つ

く
と
い
う
粘
り
強
い
話
し
合
い

の
結
果
で
あ
っ
た
。
２
０
１
５

訴
え
ま
し
た
。
青
森
県
の
最
低

賃
金
で
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働

い
て
も
月
収
は
13
万
円
程
度
に

し
か
な
ら
ず
、
社
会
保
険
料
が

控
除
さ
れ
、
ア
パ
ー
ト
代
、
光

熱
水
費
、
車
の
維
持
費
、
携
帯

電
話
の
使
用
料
な
ど
を
支
払
う

と
、
食
費
に
回
す
お
金
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
で
「
文
化
的
で

最
低
限
度
の
生
活
」
と
言
え
る

の
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
日
の
座

り
込
み
行
動
に
は
、
県
内
か
ら

最
賃
今
す
ぐ
千
円
！

ー
座
り
こ
み
二
三
八
分
ー

38
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
青
森
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
は
7
月
9
日
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
が
、
２
０
２
０
年
ま

で
に
時
給
１
０
０
０
円
と
す
る

た
め
に
は
、
2
年
で
２
３
８
円

以
上
の
引
き
上
げ
が
必
要
と
な

二
三
八
分
の
座
り
こ
み

90
名
が
参
加
し
た
社
保
協
総
会

県
社
保
協

定
期
総
会

　

7
月
27
日
、
青
森
県
社
会
保

障
推
進
協
議
会
（
県
社
保
協
）

総
会
が
青
森
市
で
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
か
ら
90
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
、
立
命
館

大
学
の
唐
鎌
直
義
教
授
が
「
最

低
保
障
機
能
が
脆
弱
な
日
本
の

社
会
保
障
―
そ
の
現
状
と
課

題
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

唐
鎌
氏
は
、
国
民
所
得
の
な
か

で
社
会
保
障
に
ど
の
く
ら
い
使

っ
て
い
る
か
を
表
す
「
社
会
支

出
率
」
で
主
要
先
進
国
と
比
較
、

国
民
一
人
当
た
り
の
支
出
で
見

る
と
、
ト
ッ
プ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
を
１
０
０
と
す
る
と
フ
ラ
ン

ス
89
、
ド
イ
ツ
83
、
ア
メ
リ
カ

67
、
日
本
は
63
の
最
低
レ
ベ
ル

と
告
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
完

　

総
会
は
、
木
村
事
務
局
長
が

１
年
間
の
活
動
と
活
動
方
針
案

を
提
案
し
ま
し
た
。
秋
に
実
施

し
た
「
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
は
８
町
村
が
高
校
生
ま

で
拡
大
し
た
こ
と
、
就
学
援
助

の
入
学
援
助
金
の
前
年
度
支
給

が
増
加
し
た
こ
と
が
特
徴
点
と

し
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
４
つ

の
団
体
か
ら
介
護
ア
ン
ケ
ー
ト
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
、
消
費
税
増
税
、

最
賃
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

年
戦
争
法
強
行
を
受

け
て
結
成
さ
れ
た

「
市
民
連
合
」
が
、

市
民
と
野
党
、
野
党

間
の
接
着
剤
の
役
割

を
果
た
し
た
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
本
県

に
お
い
て
も
「
市
民

連
合
あ
お
も
り
」
が

そ
の
役
割
を
果
た

し
、
6
月
の
県
知
事

選
で
は
佐
原
候
補
が

10
万
票
、
今
回
の
参

議
院
選
で
は
3
万
票

差
で
破
れ
は
し
た
が
、
小
田
切

候
補
は
20
万
票
を
獲
得
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
青
森
県
に
お
け
る

平
和
と
民
主
主
義
そ
し
て
人
権

を
守
る
闘
い
の
今
日
的
到
達
点

と
し
て
、
必
ず
や
次
の
衆
議
院

選
挙
戦
に
繋
が
り
、
県
政･

国

政
を
変
革
す
る
闘
い
に
発
展
す

る
で
あ
ろ
う
。

全
失
業
者
の
中
で
失
業

手
当
を
受
給
し
て
い
る

割
合
は
20
％
と
極
端
に

低
く
生
活
保
護
受
給
に

至
っ
て
い
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。

り
ま
す
。
昨
年
は
、
Ｄ

ラ
ン
ク
県
で
中
央
最
低

賃
金
審
議
会
の
目
安
を

上
回
る
引
上
げ
と
な
り

ま
し
た
が
、
東
京
都
と

の
格
差
は
２
２
３
円
に

拡
大
し
て
い
ま
す
。
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
で

は
、
賃
金
は
最
低

賃
金
に
貼
り
つ
い

て
お
り
、
取
り
扱

う
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
が
同
じ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
賃
金

に
大
き
な
格
差
が

つ
い
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
同
一
労

働
同
一
賃
金
を
唱

え
て
い
ま
す
が
、

本
気
で
改
善
し
て

欲
し
い
で
す
ね
。

青
森
県
労
連
議
長
　
奥 

村
　
榮
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第
31
回

県
労
連
定
期
大
会

日
時
　
8
月
24
日
㈯
10
時

場
所
　
青
森
市
・
ア
ピ
オ
あ
お

　
　
　

も
り
大
研
修
室

議
案　

①
19
年
度
運
動
方
針
案

　
　
　

②
18
年
度
決
算

　
　
　

③
19
年
度
予
算
案

　
　
　

④
役
員
改
選

　
　
　

⑤
そ
の
他

　

定
期
大
会
終
了
後
、
青
森
県

労
連
結
成
30
周
年
記
念
祝
賀
会

を
開
催
し
ま
す
。

会
場　

ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ

ス
青
森
（
旧
厚
生
年
金
会
館
）

会
費　

５
０
０
０
円

松
木
屋
デ
パ
�
ト

が
閉
店
し
て
久
し
い
。
同
時
に

松
木
屋
労
働
組
合
と
い
う
名
も

知
ら
な
い
若
者
も
多
い
か
も
ー
。

で
も
一
年
に
一
度
７
月
、
組
合

員
が
顔
を
合
わ
せ
、
現
在
地
域

で
そ
れ
ぞ
れ
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
小
和
田
富
美
恵
・
年
金
者
組

合
）

今
年
の
夏
は

長
野
で
の
障
害
者
問
題
研
究
会

全
国
大
会
に
参
加
し
、
引
き
続

き
長
崎
に
向
か
い
「
原
水
爆
禁

止
二
〇
一
九
世
界
大
会
」
に
夫

と
二
人
で
出
か
け
ま
す
。
暑
さ

に
負
け
ず
・
・
台
風
な
ど
に
も

遭
遇
し
な
い
よ
う
に
と
願
っ
て

い
ま
す
。（
松
島
恵
美
子
・
年

金
者
組
合
）

約
一
か
月
娘
と
孫

が
滞
在
し
て
い
た
。
一
一
カ
月

の
孫
の
ペ
ー
ス
に
振
り
回
さ
れ

た
生
活
だ
っ
た
。
自
宅
に
戻
っ

て
か
ら
の
生
活
が
気
に
な
る
が
、

親
の
仕
事
を
ま
ず
優
先
し
て
ほ

1
時
間
余
の
町
内
デ
モ
行
進

講
演
す
る
白
井
氏

ゲ
ー
ト
前
の
街
宣

た
。

　

集
会
で
は
北
海
道
の
大
間
原

発
訴
訟
の
会
、
福
島
県
、
宮
城

県
、
東
京
都
の
市
民
団
体
な
ど

15
人
が
発
言
、
原
発
・
核
燃
か

ら
の
撤
退
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
を
訴
え
ま
し
た
。
奥

村
県
労
連
議
長
は
、
参
院
選
挙

　

7
月
14
日
、
第
12
回
大
間
原

発
反
対
現
地
集
会
が
開
催
さ
れ
、

全
国
や
県
内
各
地
か
ら
３
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
青
森
市

か
ら
マ
ク
ロ
バ
ス
2
台
、
弘
前

市
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
1
台
、
五

所
川
原
市
バ
ス
1
台
を
は
じ
め

自
家
用
車
な
ど
で
参
加
し
ま
し

し
い
。（
今
晴
美
・
ひ
だ
ま
り
）

今
年
は
雨
が
降
ら
ず

母
の
作
る
畑
の
苺
が
不
作
な
様

子
。
梅
雨
入
り
の
ニ
ュ
ー
ス
に

喜
ん
で
い
ま
し
た
。（
玉
熊
律

郎
・
民
医
労
）

参
院
選
は
何
と
し
て
も

改
憲
発
議
さ
せ
な
い
た
め
に
気

合
を
入
れ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

県
労
連
の
役
割
に
も
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。（
相
馬
小
百

合
・
健
生
労
組
）

県
知
事
選
が

終
わ
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

「
佐
原
若
子
」
さ
ん
の
当
選
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
の

参
議
院
選
挙
で
は
、
本
気
の
共

闘
で
是
非
「
小
田
切
達
」
氏
を

当
選
さ
せ
た
い
で
す
ね
。（
和

田
力
・
県
教
組
）

　

7
月
6
日
、
青
森
市
で
い
の

ち
の
と
り
で
裁
判
青
森
ア
ク
シ

ョ
ン
第
３
回
総
会
が
開
催
さ

れ
、
県
内
各
地
か
ら
76
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
元
中
日
新

聞
記
者
の
白
井
康
彦
氏
が
「
物

価
偽
装
〜
厚
生
労
働
省
最
悪
の

統
計
不
正
を
糾
す
」
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。
白
井
氏
は
、

厚
労
省
が
２
０
１
３
年
に
物
価

下
落
を
理
由
に
生
活
扶
助
費

6
・
5
％
を
削
減
し
た
際
に
、

物
価
下
落
率
を
偽
装
し
た
と
主

張
し
ま
し
た
。
白
井
氏
は
、

２
０
１
２
年
の
総
選
挙
で
自
民

党
は
「
生
活
保
護
給
付
額
の
１

割
カ
ッ
ト
」
を
選
挙
公
約
に
掲

げ
て
い
た
こ
と
に
厚
労
省
が
忖

度
し
た
と
強
調
し
ま
し
た
。
白

井
氏
は
、
30
の
地
裁
で
争
っ
て

い
る
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
の

証
人
と
し
て
物
価
偽
装
を
証
言

す
る
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
い
の
ち
の
と
り
で

裁
判
勝
利
の
た
め
に
、
団
体
会

員
と
個
人
会
員
の
拡
大
、
10
月

14
日
の
青
森
年
金
裁
判
を
支
援

す
る
会
と
の
共
催
の
「
秋
の
バ

大
間
原
発
反
対

現
地
集
会
に
３
０
０
名

厚
労
省

ま
た
し
て
も

物
価
偽
装

Ｆ
35
飛
行

再
開
中
止
を

わ
た
っ
て
デ
モ
行
進
、
町
民
に

大
間
原
発
建
設
反
対
を
訴
え
ま

し
た
。
集
会
・
デ
モ
が
12
回
目

と
も
な
り
町
民
が
手
を
振
り
共

感
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
原
発
再
稼
働
の
拡

大
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
大
間
原

発
建
設
阻
止
の
取
り
組
み
を
職

場
・
地
域
か
ら
展
開
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第345回
クロスワード
パズル

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
９
月
15
日

●
発
表
＝
10
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第

345
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
「
猿
も
木
か
ら
落
ち
る
」
な

ど
の
金
言
、
格
言

④
「
水
母
」「
海
月
」
っ
て
読

め
ま
す
か
？

⑥
講
…
…
。
議
事
…
…

⑦
七
福
神
が
乗
る
…
…
船

⑨
行
方
を
く
ら
ま
す
こ
と

⑪
ア
マ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

⑫
会
社
名
や
商
品
名
を
図
案
化

し
た
…
…
マ
ー
ク

⑬
ひ
と
目
で
わ
か
る
…
…
表

⑮
ラ
イ
ト
兄
弟
の
発
明
品

⑰
手
術
や
解
剖
用
の
小
刀

⑱
南
の
国
の
代
表
的
な
樹
木

⑲
地
球
上
す
べ
て
の
国
の
図

㉒
ウ
マ
と
サ
ル
の
間
に
い
る

㉓
中
は
カ
ラ
ッ
ポ
で
す

㉔
贈
り
物
。
…
…
シ
ョ
ッ
プ

㉕
関
西
国
際
空
港
の
略

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
。
…
…
感

②
と
う
き
び
。
コ
ー
ン

③
畳
に
す
わ
っ
て
使
う
机

④
馬
の
背
に
つ
け
る
道
具

⑤
個
人
が
言
語
や
文
章
で
思

想
を
発
表
す
る
こ
と
の

で
き
る
…
…
の
自
由

⑧
ヒ
ラ
メ
に
似
た
魚

⑩
画
家
や
書
家
の
風
流
な
名

⑪
海
汚
染
の
有
害
化
学
物
質

⑭
命
に
か
か
わ
る
…
…
傷

⑮
細
う
ち
の
ゆ
で
ウ
ド
ン
を

冷
や
し
て
食
べ
ま
す

⑯
春
・
夏
・
秋
・
冬

⑳
谷
川
に
住
む
茶
色
の
蛙

㉑
心
配
。
悩
み
。
…
…
の
種

㉒
天
は
…
…
の
上
に
…
…
を

つ
く
ら
ず

第
343
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
レ
イ
ン
コ
ー
ト

《
当
選
者
》
13
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

村
田
洋
子
（
年
金
者
組
合
）

小
和
田
富
美
恵
（
年
金
者
組

合
）
松
島
恵
美
子
（
年
金
者

組
合
）
大
向
徳
幸
（
高
教
組
）

和
田
力
（
県
教
組
）

　
青
森
県
平
和
委
員
会
と
上

十
三
平
和
委
員
会
は
7
月
22

日
、
三
沢
市
の
東
北
防
衛
局
三

沢
事
務
所
に
防
衛
大
臣
あ
て
の

「
Ｆ
35
飛
行
中
止
、
オ
ス
プ
レ

イ
の
飛
行
情
報
公
開
を
求
め
る

要
請
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
Ｆ
35
戦
闘
機
の
墜
落
に
つ
い

て
、
6
月
10
日
防
衛
省
は
「
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
空
間
識
失
調
に
よ

る
可
能
性
が
高
い
」
と
す
る
中

ー
ベ
キ
ュ
ー
」
の
取
り
組
み
な

ど
の
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

で
野
党
統
一
候
補
の

勝
利
で
政
治
を
変
え

る
意
義
を
強
調
し
ま

し
た
。

　

集
会
ア
ピ
ー
ル

「
大
間
町
か
ら
、
全

国
の
原
発
現
地
や
周

辺
市
町
村
か
ら
継
続

し
て
反
対
の
声
を
あ

げ
、
行
動
す
る
」
を

採
択
。
集
会
終
了
後
、

町
内
を
1
時
間
余
に

間
報
告
を
発
表
し
ま
し
た
。
防

衛
省
は
三
沢
市
と
県
に
対
し
て

飛
行
再
開
を
説
明
、
小
桧
山
三

沢
市
長
は
飛
行
再
開
を
容
認
し

ま
し
た
。
三
沢
事
務
所
は
、
飛

行
再
開
に
つ
い
て
「
米
軍
の
通

常
訓
練
は
公
開
し
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
わ
か
ら
な

い
」
と
回
答
、
7
月
29
日
県
に

対
し
て
飛
行
再
開
を
通
告
し
ま

し
た
。

　
北
関
東
防
衛
局
は
、
埼
玉
県

に
対
し
て
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行

訓
練
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
昨

年
の
10
月
か
ら
今
年
の
3
月
ま

で
三
沢
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
22
機

飛
来
し
て
い
ま
す
。
平
和
委
員

会
は
東
北
防
衛
局
に
対
し
青
森

県
及
び
関
係
市
町
村
に
情
報
提

供
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。


